
 ４月８日に本校第５０回目の入学式を行いました。７７名の新入生は、きらきらした瞳とすてきな笑顔で元

気に入学してくれました。本年度も、６年生が在校生の代表 

として入学式に出席し、お祝いの言葉を述べました。 

 これからの小学校生活、たくさんのことを学び、たくさんの 

友だちをつくり、楽しく元気いっぱいにすごしてください。 

また、２年生から６年生の児童のみなさんは、ひとつ上の学 

年に進級しました。健康に気をつけて、みんなで力を合わせて   

楽しい学校生活が送れるようがんばっていきましょう。 
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   スクールカウンセラー 松田 祐輝 スクールサポートスタッフ 大原 悟 

※北村 美保先生は現在育児休業中、島崎 美穂先生は現在出産に伴う休業中です。 
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学校だより 

 ３月２４日に離任式を行いました。横地・白倉・山口先生は退職され、村田・折戸・荒木・坂田先生・片

井主事が異動され、子どもたちも寂しい思いをしました。 

しかし、新たに鍵谷・森本・嵯峨・木本・西村・宇田の６名の先生を迎えることになりました。また、５

月より小西主事は育児休業から復帰されます。今年度の担任担当は上記のようになります。よろしくお願い

いたします。 

今年度、畝傍東小学校の校長として勤務させていただく、早川賀英子（はやかわかえこ）と申します。右にお示

ししたような学校をめざし「チーム畝傍東」として職員一同力を合わせて頑張りますので、よろしくお願いいたし

ます。今年度も地域・保護者の皆様方のご協力を得ながら、教育活動を進めてまいります。この畝傍東通信や各学

年・学級だより、学校ホームページ等で情報発信をしますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

職 員 紹 介 



＜PDCAサイクルによる学校評価の充実＞
○教育活動の評価

○各部・学年の評価
○職員の自己評価

各行事や学期末の評価
（チェックシートの活用

○学校関係者評価
○保護者アンケート
○児童アンケート

学校評価人事評価
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学校教育目標： 「豊かな感性と実践力をもち，自ら学びたくましく生きる児童の育成」

協働する学校

全職員がすべての

児童にかかわる

創立50周年

魅力ある学校

児童にとって活躍

の場がある

信頼し合う学校

地域や保護者と

連携して進める

開かれた学校

児童のがんばり

を情報発信する

■「チーム畝傍東」→課題に対し「組織」で対応できる体制づくり

※一人で抱え込まない。チームとしてみんなで支え合う。

■プロの教師として

(1)子ども一人一人の可能性を引き出す授業づくり

･･･「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図る。

(2)児童の自己有用感の育成･･･いろんな人との交流体験を通して，人の良さに気

づき，人とつながる ことの大切さを感じ取らせる。

(3)学ぶ意欲の育成･･･児童の「がんばり」を認め，ほめて，励ます。

(4)人権意識の確立･･･他を認め，支え合い励まし合おうとする学級集団づくりから。

■特色ある学校づくり

(1)確かな学力の育成･･･学ぶ意欲を高めて，基礎学力の定着を図る。

※言語活動の充実を図り，主体的に学ぶ力を育む。

(2)体力向上･･･「日常的な外遊び」の推進，「縄跳び・かけ足タイム」の実施

「食育・保健指導等を通しての健康づくり」を推進する。

(3)たてわり活動や学年・学級集団づくりの充実･･･多様性を認め合える児童の育成

と，幅広い人間関係づくりを図る。

(4)自己肯定感の育成･･･児童の自己有用感を高めることで，自己肯定感を育み，

夢や目標をもって前向きにがんばる児童を育てる。
※達成感を味わえる「成功体験」を通して自信をもたせ，次への意欲や主体性を育てる。


